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遠軽ロータリークラブ

入 会 式
2022～23年度遠軽ロータリークラブ高井一博会長

②より植村涼子会員①へ｢ロータリーの心得｣とバッ
ジが進呈されました。
◇植村涼子会員 ◆6月19日生
◆紹介者：石井朋子会員
よく気配りのできる素晴らしい方です。私が入会し
た時は女性が３人在籍していました。現在は私１人
で心細かったのですが、大変心強く思います。
◆勤務先/役職：居酒屋生ちゃん/食品衛生責任者
◆学歴：北海道立恵庭北高等学校卒業
◆結婚記念日：1月1日 ご主人名：幸司様
◆趣味：洋画鑑賞
◆所属委員会：国際奉仕委員会／親睦活動委員会
◆挨拶：主人が居酒屋とカレー店を経営しており、
その手伝いをしています。未熟者ですがロータリー
クラブの名を汚すことのないよう襟を正して頑張り
たいと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

会長報告 高井 一博 会長②
本日は網走西部森林管理署長の中島朝長様のゲス

ト卓話です。宜しくお願い申し上げます。
また、本日よりクラブに新しく仲間入りされまし

た植村会員、改めて末永くお付き合いのほど宜しく
お願い致します。

9月になり、3日に家庭学校の生徒さんを迎えての
花火大会、4日はクラブ旗杯中学校野球大会の閉会式
が予定されています。会員皆様のご協力をよろしく
お願いいたします。

さて、8月26日遠軽町芸術文化交流プラザ（メトロ
プラザ）の開館記念式典に出席しました。当クラブ
所属会員も複数名出席されてました。遠軽高校吹奏
楽局によるファンファーレの下でのオープニングテ
ープカットに続き、佐々木遠軽町長の式辞、武部新
代議士をはじめとしたご来賓祝辞の後、サプライズ
ゲストとして俳優の哀川翔さんもオープンを耳にし
て駆け付け、祝意を述べておりました。

町長よりオープンに際しての感謝状贈呈は6件あ
り、当クラブ会員関連では高額寄附という事で遠軽
信用金庫様、株式会社渡辺組様が授与されました。

館内の吹き抜けに飾られた遠軽出身アニメーター
安彦良和さん作成による6畳間相当の大きさの巨大壁
画も披露されました。

何より圧巻だったのは、開館記念としての遠軽高
校吹奏楽局の6曲の演奏でした。前日に北海道大会に
て4年ぶり10回目の全国大会出場を決めた事もこのオ
ープンに花を添えました。演奏を聞いていて、太田
館長の仰る通り全道でも屈指の音楽ホールに頷くば
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かりでした。文字通りオホーツク管内の芸術文化の
交流と発信を担う施設の一つとして、皆さんに愛さ
れるものであってほしいものです。尚、当クラブが
寄贈しましたディスプレイもしっかり役目を果たし
ておりました。【2面右段へ】

幹事報告 乾 淳 幹事
１．理事会報告 (1)9月例会プログラム、

1日 入会式・ゲスト卓話
8日 ゲスト卓話 ／15日 夜間例会
22日 会員卓話 ／29日 会員卓話（井上会員）

(2) 遠軽青年会議所認承65周年記念式典
9月17日、15:00よりメトロプラザにて開催
高井会長が出席、ご祝儀10,000円を支出。

(3) 美幌RC創立60周年記念式典、9月24日、コロナ
禍により身内のみで開催。ご祝儀10,000円。

２．地区大会出席者：本会議15名、大懇親会13名
３．久木ガバナーより、8月18日の公式訪問の礼状。
４．ガバナー公式訪問：クラブ協議会で会費の質問

に対する地区回答＝遠軽RCと同規模以上で、14
万円～25万円以上と実情に応じて設定している。

【名前後の○数字は写真とその中の番号】

第３０３９回例会記録

★開 会 点 鐘：高井 一博 会長
★国 歌：君が代
★Ｒ ソ ン グ ：奉仕の理想
★四つのテスト：前田 篤秀 君

日時：2022年９月１日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：石井 朋子 ＳＡＡ

9月
15日㈭

18:00～

夜 間 例 会

ゲスト卓話
遠軽町ALT(外国語指導助手)
ニコルソン・クリスティー様
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8月25日 40 38 27 5 84.2%
9月 1日 41 39 30 76.9%
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：高井一博 副会長：藤田礼三
会長エレクト：髙橋義詔 幹事：乾 淳
会計：島田光隆 ＳＡＡ：石井朋子
直前会長：本間克明 事務局員：岡本奈津美
◇1959年9月12日創立 1959年11月7日認証

2022-2023年度 国際ロータリー
会長：ジェニファー Ｅ.ジョーンズ(カナダ)
第2500地区ガバナー：久木佐知子(旭川西RC)
第4分区ガバナー補佐：久保 元( 雄 武RC)

編集・発行：メディア委員会
委員長：加藤幸徳 副委員長：東海林勉
委 員：上田 稔 佐藤直也 棚橋 忠

前島英樹 山田荘一

ニコニコＢＯＸ 佐藤 和徳 親睦活動委員長
吉川 紘君 結婚記念日 5,000円
福家 貢君 誕生日(8月) 5,000円
石井朋子君 誕生日 5,000円
金谷正一君 誕生日 5,000円

2022-23年度 合計145,000円
☆閉会点鐘：高井一博会長☆今号会報担当：佐藤直也委員
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本日のプログラム ゲスト卓話
ゲスト紹介（プロフィール参照）

プログラム委員長 黒坂 貴行 君

林木育種について
林野庁 北海道森林管理局 網走西部森林管理署

署長 中島 朝長 様⑥

【報告】遠軽に着任する前に勤務されていた「森
林総合研究所」の業務についてスライドを交えな
がら卓話をいただきました。

研究所には林木育種センターと森林バイオ研究
センターの二つの研究機関があり、林木育種セン
ターでは・優良品種の開発・林木遺伝資源の収
集、保存・林木育種の海外協力などをおこなって
いる。バイオ研究センターでは・森林バイオ分野
の研究などを行っている。全国を5つの地域に分
け、それぞれ育種センターや育種場を設置しそれ
ぞれの地域にあった林木の研究開発をし、よりよ
い種を全国に提供している。林木の成長は遺伝・
環境・施業方法によるが、一番影響が大きいのは
遺伝であるので、より良い林木から種を取り育て
ることを繰り返すことが最も大切なこととなる。
ただ林木の場合苗木を植えてから育つまでに30～
60年もかかるため、場合によっては多くの時間と
お金の無駄になる可能性もある。

北海道の林業用樹木はトドマツ、エゾマツ、カ
ラマツなどだが裸子植物で自己受粉しにくく、ま
た近交弱勢の性質があるので採種園では樹木の系
統管理を厳密に行って、なるべく遠い遺伝子を持
つ者同士が交配するように工夫している。

北海道は別だが、全国的な課題として杉の花粉
症の対策が求められている。花粉の少ない品種を
開発したり、あるいは雄花をつけても花粉を作ら
ない品種の発見など開発も進んでいるが、全国に
広がるまでにはまだまだ年数がかかりそうだ。
CO2対策についても成長の早い（1.5倍以上）エリ
ートツリーが開発されており、この原種苗木の全
国での導入が進むことで下草狩りなどの手間やお
金も合わせて削減できることが期待される。

農業よりも品種改良開発に時間がかかる林業だ
が、様々な工夫（ゲノム情報の活用など）で品種
開発の大幅短縮も実現している。

他、気象害・病虫害抵抗性の高い品種の開発・
普及、原種苗木の流通、佐々木産業様の採種園の
様子などお話しいただきました。

最後に、良い種を植えて良い木を育てるべきな
ので、自分の庭で取れたような種を山に植えるの
は問題が発生する可能性が高いので止めて欲し
い、と締めくくられました。【メディア委員会】

西 清治
出席委員

委員会報告
◇黒坂 貴行 プログラム委員長委員長

例会プログラムを変更します。9月15日例会は夜
間例会、9月22日例会は会員卓話。
◇佐藤 和徳 親睦活動委員長
・9月の結婚記念日、おめでとうございます。

吉川 紘君④ 乾 禧實君
・9月の誕生日、おめでとうございます。

石井朋子君③ 金谷正一君⑤ 成田弘明君
◇本間 克明 君

遠軽商工会議所よりお知らせです。
1. 専用駐車所が駅側にありますのでご利用下さい。
2. 9月10日㈯、櫻井よし子氏を招いて開館記念特別

講演会が開催されます。奮ってご参加下さい。

【会長報告：1面より】話題を変えて、もうひとつ圧巻
だったものがあります。8月28日、3年ぶりに札幌で開
催された北海道マラソンです。昨年8月開催されたこの
2020東京五輪マラソンコースもレガシー（遺産）とし
て取り入れられ、全国各地より2万人を超える選手が大
通公園をスタート、私も途中の2ヶ所で応援しました。
先頭集団の果敢な走り、コース沿いの家族や仲間から
の応援とそれに応えるランナーの笑顔、ただひたすら
にゴールを目指すランナー、視覚障がいをもった何組
もの選手の伴走者との力強い走り、そして大会を支え
る約4,500人のボランティアの数、…いずれも圧巻でし
た。経済効果も大きいものと思います。

私と似たような年齢かつ体型の選手も数多く出場し
ていました。応援している内に「来年は自分もか…」
とチョット思いましたが…。

この日は、札幌の娘の初レース応援で日帰りでし
た。結果は午後1時に無事大通公園にゴールでした。


